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日本の繊維・ファッション産業は，1970 年代以降 3 度
のショック（日米繊維交渉協議 (70~73 年 )，オイルショッ
ク (73,79 年 )，プラザ合意 (85 年 ) 後の円高）を経験し
ている。繊維・ファッション製品出荷額は，1991 年の







































から川下（糸 → 糸加工 → 織編 → 染色整理加工 → 縫製 








































































































































































































































































































































































































































































































































ズ ( 図 3)」と呼んでおく。
ファッション生活は，大きく分けて，ハード側面 ( 図 1)
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いで，2 年生を対象に 2012 年７月〜 12 月にかけて２
名の協力者で行った。本調査は授業に組み込むかたちで，










































調査に協力してくれた N さんと O さんの２名からそれ























































して可視化 ( 図 8) した結果，上位概念には様々なキーワー
ドが並ぶ事が分かった。
4.3.2.【可視化２】現在の好きなモノランキング












図 12  「好きなモノ」のネットワーク図
図 11  過去から現在に向けて






















好きなモノに対する想いの強さをリッカート法 ( 図 15)


















図 13  「好きなモノ」の時系列の流れ
図 14  「モノ・コト」「事実・現実」
図 15  想いの強さ調査
図 16  想いの強さ
調査結果















































本調査では，予備調査の Step1~3 に，Step4 を加えて
本調査シート ( 図 18) を作成した。Step4 では，デザイン
を行なう場合のコンセプトワークやアイデンティティ形
成に役立つ「好きなモノ」のネットワーク図の作成を加






図 18  本調査のワークフローと調査シート









図 20  イメージに繋がるフィルター
図 21  好きになっていくプロセス 図 22  デザイン要素を加えた情報の整理
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